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中学校 高校 専門学校 短大・大学
30歳代 551 14(2.5) 265(48.1) 55(10.0) 217(39.4) 30歳代 551 62（11.3）
40歳代 809 16(2.0) 528(65.3) 95(11.7) 170(21.0) 40歳代 809 165（20.4）
50歳代 1522 57(3.7) 1044(68.6) 152(10.0) 269(17.7) 50歳代 1522 332（21.8）
60歳代 469 60(12.8) 320(68.2) 48(10.2) 41( 8.7) 60歳代 469 77（16.4）


























Model　　1 Model　　2 Model　　3 Model　　4
定期的受診者（％） OR(95%CI) OR(95%CI) OR(95%CI) OR(95%CI)
中学校 9/104（8.7） ref. ref. ref. ref.
高校 170/882(19.3) 2.52(1.25-5.09) 2.42(1.20-4.91) 2.13(1.20-4.93) 2.35(1.15-4.82)
専門学校 28/130(21.5) 2.90(1.30-6.46) 2.80(1.25-6.26) 2.81(1.26-6.28) 2.66(1.17-6.03)
短大・大学 41/159(25.8) 3.67(1.70-7.92) 3.45(1.59-7.51) 3.51(1.61-7.65) 3.28(1.48-7.26)
OR：Odds Ratio(オッズ比)、CI:Confidence Interval(信頼区間)
表5　30-54歳者における、教育歴による子宮頸がん検診定期的受診ありのオッズ比と95%信頼区間
Model　　1 Model　　2 Model　　3 Model　　4
定期的受診者（％） OR(95%CI) OR(95%CI) OR(95%CI) OR(95%CI)
高校 250/1275（19.6） ref. ref. ref. ref.
専門学校 41/220(18.6) 0.94(0.65-1.36) 0.99(0.68-1.43) 1.00(0.69-1.44) 1.05(0.72-1.53)





中学校 高校 専門学校 短大・大学
　対象者数：人(%) 3351 　 147(4.4)  2157(64.4)   350(10.4)   697(20.8) <.001
　年齢：才*1 50.0(±9.0） 55.2(±8.7） 51.0(±8.4） 49.8(±9.0） 46.0(±9.5） <.001
　BMI：㎏/㎡ 22.6(±3.9） 23.3(±4.0） 22.8(±4.0） 22.8(±4.1） 21.9(±3.5） <.001
　正規雇用者：人数（％）*2 412（12.3） 4（2.7） 201（9.3） 22（6.3） 185（26.5） <.001
　閉経者：人数（％）*3 1779（53.1） 113（76.9） 1224（56.7） 184（52.6） 258（37.0） <.001
　出産経験あり：人数（％）*4 2629（78.5） 124（84.4） 1784（82.7） 264（75.4） 457（65.6） <.001
　配偶者あり：人数（％）*5 2324（69.4） 89（60.5） 1556（72.1） 231（66.0） 448（64.3） <.001
　喫煙あり：人数（％）*6 587（17.5） 39（26.5） 408（18.9） 64（18.3） 76（10.9） <.001
　毎日飲酒あり：人数（％）*7 429（12.8） 19（12.9） 289（13.4） 45（12.9） 76（10.9） 0.400
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